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Abstract: A resonance type inverter device has been developed for discharge plasma generation in a high-pressure 
environment. Maintaining a stable streamer discharge in a high-pressure environment, discharge current must be 
limited to restrain transition from streamer to spark discharge. The growth rate and lifetime of streamer depend on the 
gas pressure and species. Therefore, a valuable frequency inverter has to be developed for plasma assist combustion of 
a reciprocal engine.  
 
１．はじめに 
	
 一般に，大気圧以上の高圧下における放電プラズ

マの利用には，火花放電への遷移を制御し放電を安

定化するための工夫が必要である．もっともよく知

られる大気圧下での放電現象に「コロナ放電」があ

るが，正コロナの場合，バーストパルスコロナから

開始した放電が，電流の増大とともにストリーマか

らグローへと移行し，最終的には電極の熱的な損耗

を伴う火花放電へと遷移する．大気圧下においてコ

ロナ放電プラズマを安定に利用するためには，何ら

かの方法で，放電を火花放電に遷移させない制御が

必要となる．コロナ放電を安定に生成する手法は数

多く提案されているが，本研究では，短パルス印加

によるストリーマ生成と誘電体バリア放電による制

御を採用している． 
 
２．原理と目的 
	
 このプロジェクトでは，第２章にも記載があるよ

うに，ストリーマ放電プラズマを利用した燃焼支援

による内燃機関の効率化を目指した研究を進めてい

る．一般にストリーマの寿命は１マイクロ秒程度で

あり，これを安定に使用するには，火花放電が開始

する電圧まで上昇しないうちにパルスを遮断する必

要がある．ストリーマの成長時間は放電雰囲気によ

って異なるため，周波数可変なインバータ回路の開

発が必要となる．現在開発中のインバータ回路の典

型的な回路図を Figure 1に示した．この回路では，
Figure 2 に示すような急峻に立ち上がる電流パルス
が繰り返し生成されることが特徴であり，おもに電

子のみが加速されることで，低イオン温度の安定な

プラズマ生成が可能である． 
	
 本プロジェクトでは，放電環境が時間的に変化す

るレシプロエンジン内において，適切な放電状況を

提供できるよう，電源の開発を進める予定である． 
 

 
Figure 1. Typical schematic circuit diagram for streamer 
discharge. 

 
Figure 2. Typical waveform of output current and 
voltage of the invertor power supply. 

３．まとめ 
	
 周波数可変インバータ電源を開発し，燃焼支援実

験を開始した．今後，特に HCCI 燃焼時における適
切な周波数，立ち上がり時間を検証し，電源の最適

化を進める予定である．  
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